
 

 

『みんなちがってみんないい』 

というのは、詩人、金子みすゞさんの「私と小鳥と鈴と」という詩

の一節です。 

 この数年、日本でも、人間の多様性が強調され、能力、性

別、信仰など、あらゆる個人が差別なく共生できるようにと、

制度を整えようとする動きが活発になっています。 

多様性について思う時、先の詩から改めて考えさせられること

があります。 

 この詩の主人公である「私」は「小鳥のように空が飛べなくて

も、地面をはやく走れる」ことや、自分が「鈴のようにきれいな

音を鳴らせなくても、たくさんの歌を覚えて唄うことができる」とい

うことから、それぞれのできることの違いが、互いを補い合えると

いう『良さ』について語っています。 

 つまりこの詩のなかでの多様性は、「私」という個人の価値観

に対し「小鳥」や「鈴」が反発をせず、同意してくれていることが

前提となります。 

 現代社会の難しいところは、この『前提』を共有しづらくなって

いるところではないでしょうか。国家にしても、企業や学校など

の組織にしても、価値観がひとつである、或いははっきりと主流

派というものがある集団には、『前提』となる価値観があって、

その枠組みの中で問題解決が図られるため、『個性の違い』

でさえも、『集団としての共存』をするために、ある程度同じ方

向へと進むことになります。 

ことの賛否をおいておけるなら、中国の共産主義や、アフガ

ニスタンのイスラム教などは、ひとつの方向性の強力な枠組み

の中で、それぞれの個性が扱われることになり、個人がそこに

在ることを望むなら、その図式は「私」「小鳥」「鈴」の関係性

のようにつながりを持った共生となります。 

 しかし、現在、多くの国では、いくつもの価値観が同居し、そ

れぞれが理想を追求してしまうことで、集団が従来のようなひと

つのモデルを目指すことが難しくみえます。 

 もちろん、それを理解した上で、共存、共生していくことが理

想なのですが、結束力を見失った集団が、個人を尊重するこ

とには限界を感じます。 

 私がお会いする人たちの職場や学校、ご家庭でさえも、「こ

ちらを立てればあちらが立たず」という問題が看過できない重さ

になってきているようです。 

 

『愛せない場合は通り過ぎよ』 

 人間の悩みのほとんどは人間関係によるものです。カウンセラ

ーのところには悩みを解決するためにいらっしゃる方が多いので

すが、実は、私たちのような心理カウンセラーが悩みを解決す

ることはあまりありません。 

 あえて言います。わざわざご相談に来られるほど悩んでおられ

る人というのは、考えることの得意な人、考えることが好きな方

がほとんどです。 

 では、何を苦しんでおられるかというと、考えても考えても納

得できないからです。これが悩みというものの本質です。 

 そして、悩んでも悩んで腹落ちしない問題というものは、だい

たいが、他者の存在が関係しています。 

「自分の仕事のやり方を上司が認めてくれない」ことや、「親が

どうしても医学部を受験しろと言ってくる」ことなどが、気になら

ない人にとっては全く意に介されず、無視できる人も沢山いま

す。 

 しかし、しっかり考えて納得をしてから進みたい人や、相手に

も自分の考えを理解してほしい人にとっては、他者との違いは

心の奥でしこりのようにかたまり、苦しくて苦しくて、体調まで崩

されるかたもあります。 

 そんなとき、先に挙げたニーチェの言葉のように「通り過ぎよ」

が出来れば楽になれるのですが、これも難しいようです。 

 そして、『多様性』を重んじる人のほうが、独善的でいられる

人よりも、苦しまれています。 だから私は、『多様性』を尊重

される前に、しっかりと、ご自分という個人の『独自性』について

実感していただきたいのです。ご自身の感性、能力、理想、

大切にしたいものについて、じっくり話し合ううちに『納得できな

いことの重要性』もみえてきます。簡単に納得してはならないこ

ともあるのです。 

 人間は、どのように頑張っても『愛せない相手』に出会うこと

もあります。だからと言って、戦ってばかりもいられないので、その

場を静かに立ち去るのですが、これを、「逃げ出す」と感じるの

ではなく、「自分は進むべき道に向かう」という境地に至るまで

のプロセスが『悩む』という作業なのです。 自分の独自性を知

ってこそ、他者の独自性を尊重することができるのではないでし

ょうか。その関係性が崩れてしまうと『多様性』を尊重すること

が『画一的』になってしまいます。 

 



 

 

『野生脳と理性脳』 

最近ではさまざまな技術の発達で、人間というものが多角

的に研究されるようになり、これまでの人間理解を大きく変え

るような発表もありますね。 

例えば、発達障害（能力に著しい偏りがある人）とか、HSP

（感覚、感性が繊細で敏感な人）であったり、エンパス（共

感能力が強すぎて苦しむ人）と呼ばれる人たちが自称、他

薦含めてとても身近になっているのではないでしょうか。 

IT技術の発達で情報の伝達が容易になり、専門機関まで

相談に行かなくても、自分の状態を自己判断できてしまうのが

現代です。もちろん、正式な診断等を受けなければ正当な治

療や支援は始まりませんが、個人が小さな安心や納得を得ら

れるには便利な時代になりました。 

サピエンス全史という本を読まれたことはありますでしょうか。

著者の研究によると、我々人類が、他の人類（類人猿）た

ちを滅ぼしたのは、たった一つの能力の獲得だといいます。 

それは『うわさ話』ができる能力でした。猿に限らず、野生の動

物たちも言語を持っていることがコンピューター解析などで明ら

かになっている中、人間は更に言語を巧みに扱い『うわさ話』

をすることによって、ここまで文明を築いてきたというのです。 

『うわさ話』とは、言い換えれば、『架空の話ができる力』です。

自分で実際に見聞きしていないこと、つまり、自身が経験して

いないことを、さも体験したことのように他者に話すことができる

のです。 

実際、今私がお伝えしている内容も『うわさ話』に過ぎませ

んよね。しかも脳は『うわさ話』をしているときに快楽物質を放

出するそうです。だから、人間はうんちくを話したくなったり、ゴシ

ップ好きな人がいたりもするのでしょうか。学問や芸術、運動な

ども、その知識や技術を伝えるため、ある意味上質な『うわさ

話』を継承することによって成り立っていますね。 

脳のお話でもう少しいうと、「ＡＤＨＤの人は落ち着きがない」

と言われていますが、実は人間の脳は集中することを嫌うのだ

といいます。原始時代に人間は周囲に意識を巡らせ、ひとつ

のことに集中しないようにして身の危険を察知してきました。 

しかも落ち着きなくいる方が、脳は快楽物質が出すようです。

確かに動物園などに行くと、そわそわしている生き物が沢山観

察できますね。 

しかし、現在は原始時代ではありません。厳しい野生を生

き抜くために必要だった機能も、社会を構築して安全、安心

を得た人間たちにとっては障害として扱われるようになってきま

した。確かにそういう症状を治療する場合には、理性脳を活

性化させて野生脳を制御させるようなことをしています。災害

などにも『強く生きるための野生脳』と、『社会の中でうまく生き

る理性脳』というふたつの機能を私たちはどうやって使いわけて

いくのかが大切です。 

 

『農耕か狩猟か』 

 日本人は農耕民族でのんびりしていて、欧米人は狩猟民

族だから主張が強いなどと言われたり、ビジネス書などでも、農

耕型、狩猟型などに分けて戦略が語られることがあります。 

私もご相談をお聴きしながら、このふたつのタイプに分類するこ

とがあります。 

私にとっての農耕民族は『分配』によって成り立つ社会に属

しています。そこには何かしらの財産があり、その主権を持って

いる人の裁量によって、分配がなされます。民主的な分配も

あれば、独裁的な分配もあります。 

公明正大な評価もあれば、賄賂や機嫌とり、気分による

依怙贔屓などで分配がなされてしまうこともあり得ます。 

これが狩猟民族だと、『能力主義』の傾向が強くなります。能

力の低いものは工夫が必要です。弱者が淘汰されてしまいま

す。しかし、歴史上、なぜか農耕民族よりも争いが少ないとさ

れています。これは、集団が小さいからだけではなく、狩猟民

族には『分配』をする側とされる側という権力構造や、そもそも、

奪い合う財産が存在していないからだと考えられています。 

そこで、私は、『他者からの庇護や評価にモチベーションを影響

される人』には、承認欲求を満たす方法としての農耕型の生

き方を説明し、逆に『自身の能力に見合う対価を得たいと考

える人』には、分配ではなく等価交換を重んじる狩猟型のモデ

ルを提示して考えていただいています。 

もちろん、社会というものは複雑でどちらか一方ではなく、適切

な使い分けが必要ですが、ご自分が所属する社会との付き合

い方について感じ取っていただくにはよいツールになっています。 
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